
マリン・クンダン 
お母

かあ

さんを大切
たいせつ

にしよう 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

再
さい

 話
わ

 ユユド・プラセティヨ  中
なか

 越
ごし

 尚
なお

 美
み

 

イラスト Heiwa Library 英
えい

語
ご

クラブの子
こ

どもたち 
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インドネシアのお話
はなし

です。 

 

 

 

 

 

 

スマトラ島
とう

にお母
かあ

さんと 男
おとこ

の子
こ

が住
す

ん

でいました。男
おとこ

の子
こ

の名
な

前
まえ

はマリン・クン

ダンです。 

マリンが小
ちい

さい時
とき

、お父
とう

さんは遠
とお

い島
しま

へ

働
はたら

きに行
い

きました。そして、帰
かえ

って来
き

ませ

んでした。 



 

 

 

 

 

 

 

お母
かあ

さんは毎日
まいにち

、朝
あさ

から晩
ばん

まで働
はたら

きまし

た。小
ちい

さいマリンもお母
かあ

さんを手
て

伝
つだ

いまし

た。でも、お金
かね

は少
すこ

ししかもらえませんでし

た。それで、食
た

べるものも着
き

るものもあまり

買
か

えませんでした。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

少
すこ

し大
おお

きくなったマリンは、もっと働
はたら

き

ました。でも、お金
かね

は少
すこ

ししかもらえません

でした。それで、食
た

べるものも着
き

るものもあ

まり買
か

えませんでした。 

 



マリンは、お母
かあ

さんに言
い

いました。 

 

「もっとお金
かね

がほしい。ぼく、遠
とお

い島
しま

へ行
い

くよ。そこで働
はたら

いて、お母
かあ

さんに、たく

さんお金
かね

を持
も

って帰
かえ

る！」 

 

お母
かあ

さんは、泣
な

いて言
い

いました。 

 

「行
い

かないで、マリン。お父
とう

さんも遠
とお

い島
しま

に      

行
い

って帰
かえ

って来
こ

なかった」 

 

 

 



マリンはお母
かあ

さんに言
い

いました。 

 

「お母
かあ

さん、ぼくは 必
かなら

ず帰
かえ

ってくるよ！」 

 

そして、マリンは船
ふね

に乗
の

って遠
とお

い島
しま

へ 

行
い

ってしまいました。 

 

 

 

 

 

 

 



それから、お母
かあ

さんは毎日
まいにち

毎日
まいにち

、海
うみ

に話
はな

し

かけました。 

 

「マリン、元
げん

気
き

？」 

「マリン、どこで何
なに

をしているの？」 

 

 

 

 

 

 

 

 



 マリンは遠
とお

い島
しま

で、たくさん働
はたら

きました。 

お金
かね

をたくさんもらって、おいしいものを

食
た

べました。きれいな服
ふく

も買
か

いました。そう

して、何年
なんねん

も経
た

ちました。 

毎日
まいにち

楽
たの

しくて、マリンはお母
かあ

さんのこと

を忘
わす

れていました。 

 

 

 

 

 

 

 



マリンは、その島
しま

で大
おお

きい家
いえ

を建
た

てまし

た。そして、きれいな人
ひと

と結婚
けっこん

しました。 

マリンのお嫁
よめ

さんは聞
き

きました。 

 

「マリンのお母
かあ

さんはどこにいるの？  

マリンの島
しま

に行
い

ってみたい」 

 

 

 

 

 

 

 



 その時
とき

、マリンはお母
かあ

さんのことを思
おも

い

出
だ

しました。 

 

 

 

 

 

 

「そうだ！ お母
かあ

さんが待
ま

っている。 

お母
かあ

さんにお金
かね

を持
も

って帰
かえ

るんだ」 

 

マリンはお嫁
よめ

さんと一緒
いっしょ

に、お母
かあ

さんに

会
あ

いに行
い

くことにしました。 



マリンのお母
かあ

さんは、毎日
まいにち

マリンのこと

を考
かんが

えていました。いつも海
うみ

を見
み

て、泣
な

い

ていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ある日
ひ

、村
むら

の人
ひと

たちが来
き

て、言
い

いました。 

 

「おばさん！ マリンが帰
かえ

って来
く

るよ！」 

「たくさんお金
かね

を持
も

って帰
かえ

って来
く

るよ！」 

「お嫁
よめ

さんと一緒
いっしょ

に帰
かえ

って来
く

るよ！」 

 

それを聞
き

いて、マリンのお母
かあ

さんはとても 

うれしくなりました。 

 

「マリンに会
あ

える。もうすぐ会
あ

える！  

神様
かみさま

、ありがとうございます」 

 

 



毎日
まいにち

、朝
あさ

から晩
ばん

まで働
はたら

いたので、お母
かあ

さ

んは、もう元
げん

気
き

ではありませんでした。足
あし

も

痛
いた

くて、あまり歩
ある

けません。でも、お母
かあ

さん

は港
みなと

まで走
はし

りました。 

 

「マリン！ マリン！ 会
あ

いたい」 

 

 

 

 

 

 

 



マリンが大
おお

きい船
ふね

で帰
かえ

って来
き

ました。 

村
むら

の人
ひと

たちも集
あつ

まりました。みんなは、大
おお

き

い声
こえ

でマリンを呼
よ

びます。 

 

「マリン！」 

「おかえりなさい、マリン！」 

 

 

 

 

 

 

 



 船
ふね

から、マリンが出
で

て来
き

ました。きれいな

お嫁
よめ

さんと一緒
いっしょ

です。二人
ふ た り

はきれいな服
ふく

を

着
き

ています。おみやげをたくさん持
も

ってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



お母
かあ

さんは急
いそ

いでマリンのところへ行
い

き

ました。 
 

「マリン、おかえり。会
あ

いたかったよ」 
 

マリンはお母
かあ

さんを見
み

て、 驚
おどろ

きました。 

服
ふく

はボロボロです。顔
かお

も汚
よご

れています。 

 

 

 

 

 

 

 

 



マリンのお嫁
よめ

さんがマリンに聞
き

きました。 
 

「この人
ひと

はだれ？」  
 

マリンは恥
は

ずかしくなりました。 
 

「知
し

らない。こんな人
ひと

、知
し

らないよ」 
 

マリンは、お母
かあ

さんを押
お

しました。 

 

 

 

 

 

 

 



「ああ、痛
いた

い」 
 

お母
かあ

さんは倒
たお

れました。 
 

「マリン、私
わたし

はお母
かあ

さんだよ」 
 

マリンのお母
かあ

さんは弱
よわ

い声
こえ

で言
い

いました。 

でも、マリンは大
おお

きい声
こえ

で言
い

いました。 
 

「違
ちが

う！ お母
かあ

さんじゃない！」 

 

 

 

 

 

 



お母
かあ

さんは悲
かな

しくて、泣
な

きました。 
 

「ああ、神様
かみさま

。マリンは変
か

わってしまいました。 

優
やさ

しかったマリンは、どこへ行
い

ったの？」 
 

その時
とき

、空
そら

が暗
くら

くなって、とても大
おお

きい声
こえ

が

しました。神
かみ

様
さま

が怒
おこ

ったのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 



「マリン・クンダン！ お母
かあ

さんを大切
たいせつ

に

しない息子
む す こ

は、石
いし

になるのだ！」 
 

 

驚
おどろ

いたマリンは、慌
あわ

ててお母
かあ

さんに 謝
あやま

りました。 
 

「ごめんなさい、お母
かあ

さん。ごめんなさい 

神様
かみさま

。私
わたし

を石
いし

にしないでください！」 

 

 

 

 

 

 



マリンは、頭
あたま

を下
さ

げて謝
あやま

りました。 

けれども、マリンは石
いし

になってしまいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

石
いし

になったマリンは、今
いま

も、 

お母
かあ

さんに謝
あやま

っています。 

 

 

 

 

マリン・クンダンの石
いし

はここです。 

 

  

 

 

 

 

スマトラ島
とう

 

インドネシア 

マリン クンダン 

（1644字
じ

 131語
ご

） 



 

 

この本
ほん

は、「読
よ

み物
もの

いっぱい」サイトで 

  無
む

料
りょう

公
こう

開
かい

しています。 

 

 「読
よ

み物
もの

いっぱい」は、世
せ

界
かい

の日
に

本
ほん

語
ご

学
がく

習
しゅう

者
しゃ

へ 

  やさしい日
に

本
ほん

語
ご

の読
よ

み物
もの

を届
とど

けています。 

  このお話
はなし

は、レベル 1 の読
よ

み物
もの

です。 
 

   2026年
ねん

4月
がつ
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